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平成２８年度 第１回下野市教育委員会臨時会議事録 

 

１ 日  時  平成２８年１２月２０日（火）午後３時４０分～午後５時３０分 

２ 場  所  下野市役所３階 教育委員会室 

３ 出席委員  委 員 長  永 山 伸 一 

          職務代理者  三 橋 明 美 

          委   員  熊 田 裕 子 

          委   員  石 嶋 和 夫 

          教 育 長  池 澤   勤 

４ 出席職員  教育次長       野 澤   等 

教育総務課長     坪 山    仁 

学校教育課長       海 老 原 忠 

生涯学習文化課長   増 渕 晴 美 

スポーツ振興課長   北 條    均 

学校教育課管理主事  塩 沢 建 樹 

教育総務課課長補佐  伊 澤 仁 一 

教育総務課主幹    古 橋 栄 一 

５ 傍 聴 人  なし 

６ 議  案 

議案第３８号 平成２８年度下野市教育委員会表彰被表彰者の決定について 

７ 報告事項 

  （１）平成２８年第４回下野市議会定例会の報告について 

（２）教育委員会後援等の承認について 

（３）生涯学習文化課の再編について 

（４）大松山運動公園拡張整備事業に伴う用地の取得について 

（５）第１１回下野市南河内地区一周駅伝競走大会の結果報告について 

  ８ その他 

    （１）第１１回下野市教育のつどいにおける講演会の演題について 

    （２）平成２９年度成人式の開催について 

    （３）第１１回下野市天平マラソン大会（通算４３回目）について 
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永山委員長 

あいさつ  

議事録署名委員の指名 三橋委員及び熊田委員 

前回議事録の承認については、次回まとめて承認を行う。 

次に、教育長の報告を求める。 

・７月から始まった今年度新規採用教職員のための学校訪問が１１月１６

日をもって終了した。 

・１１月２３日に「下野薬師寺歴史館開館１５周年記念講演会」を開催し、

日本女子大学名誉教授の永村眞先生の講話を拝聴した。 

・１１月２４日に「第３回下野市就学支援委員会」を開催した。 

・１１月２７日に今年度で最後となる「家族のきずな」エッセイ入選者の

表彰式が国分寺公民館で開催された。小学４年生から６年生の児童から、

１，０８０点の応募があった。同日、「グリムの森イルミネーション点灯

式」が行われ、１月３日まで点灯される予定である。 

・１１月３０日に平成２８年第４回下野市議会定例会が開会され、１２月

１４日に閉会した。詳細については、後ほど野澤教育次長より報告させ

ていただく。 

・１２月２日に「グランドスラム東京２０１６」が東京体育館で開催され、

本市出身の柔道６０㎏級高藤直寿選手は惜しくも準優勝であった。 

・１２月４日にスポーツ少年団シップス交流大会が大松山公園グランドで

開催され、１９単位団４００名が参加した。 

・１２月９日に「南河内中学校区小中一貫教育推進地域・保護者説明会」

を吉田東小学校で開催し、義務教育学校の導入について説明を行った。

同説明会は今後、南河内中学校、薬師寺小学校、吉田西小学校でも開催

する予定である。「学校適正配置基本計画」が策定されてからちょうど３

年目ということから、小規模特認校の取組の検証ということで細谷小学

校、国分寺西小学校においても保護者や地域住民を対象とした説明会を

開催しているところである。 

・１２月１０日に「男女共同参画都市宣言記念式典」と「人権教育講演会」

が同時開催され、作家で高野山真言宗僧侶の家田荘子氏による、「自分ら

しく～前向きに生きたいあなたへ～」と題した講演を拝聴した。 

・１２月１１日に第１１回下野市南河内地区一周駅伝競走大会が開催され

た。詳細については、後ほど北條スポーツ振興課長より報告させていた

だく。 

・１２月１３日に栃木県教育委員会委員による下野市市教育委員会訪問及

び懇談会が本庁舎で開催された。 

・１２月１５日に南河内中学校の学校訪問を実施し、同中学校において出

前教育委員会を開催した。 

・１２月１７日に国分寺公民館にて「第９回子どもなんでも発表会」を開

催し、石嶋委員とともに審査委員として出席した。 

質疑等はあるか。（特になし） 
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永山委員長 

議事に入る旨を伝える。 

議案第３８号については資料中に個人情報が含まれていることから、「地

方教育行政の組織及び運営に関する法律第１３条第６項」の規定により非公

開で行いたい。各委員の意見をお伺いする。 

全委員異議なし。 

それでは非公開で行うことに決定する。 

議案第３８号「平成２８年度下野市教育委員会表彰被表彰者の決定につい

て」説明を求める。 

【説明要旨】 

｢平成２８年度下野市教育委員会表彰推薦一覧｣や｢下野市教育委員会表彰

規則｣に基づき、教育委員会表彰の概要や優秀優良者（文化活動・スポーツ

活動）及び善行篤行者の被表彰候補者について説明を行う。 

優秀優良教職員については、１１月２２日に選考委員会を開催し第１次選

考を行ったが、選考結果について、塩沢学校教育課管理主事より説明させて

いただく。 

以下、非公開。 

 

【説明要旨】 

｢平成２８年度下野市教育委員会表彰（優秀優良教職員表彰）選考資料｣に

基づき説明を行う。 

 以下、非公開。 

 

それでは、議案第３８号は原案どおり決定する。 

 ここで、会議の非公開を解く。 

 次に、報告事項に移ることを告げる。 

（１）平成２８年第４回下野市議会定例会の報告について説明を求める。 

【説明要旨】 

「平成２８年第４回下野市議会定例会 一般質問通告一覧」及び｢平成２８

年第４回下野市議会定例会 議案等一覧｣に基づき、教育委員会に関連する一

般質問と答弁内容及び教育委員会に関する議案等について概要説明を行う。 

＜議案等＞ 

・平成２８年度下野市一般会計補正予算（第３号） 

・下野市立図書館における指定管理者の指定について 

・土地の取得について 

＜一般質問の内容＞ 

・中村議員：小中学校での LGBT（性的マイノリティ）への対応について 

 ・村尾議員：学校給食費の公会計化について 

・野田議員：下野市における小学校の英語教育について 

 ・小谷野議員：生涯学習文化課を分離することについて 

 質疑等はあるか。（特になし） 
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続いて（２）教育委員会後援等の承認について説明を求める。 

【説明要旨】 

「下野市教育委員会後援等承認一覧」に基づき、１２月現在で３件の承認

をした旨の報告を行う。３件は全て後援であり、うち１件は新規事業である。 

質疑等はあるか。 

№３の下野市天平マラソン大会は第１１回ということであるが、新規とな

っているのは何か理由はあるのか。 

これまで後援申請依頼がなかったため、今回から申請していただくように

お願いしたところである。 

他に質疑等はあるか。（特になし） 

次に（３）生涯学習文化課の再編について説明を求める。 

【説明要旨】 

先ほどの議会報告にあったとおり、小谷野議員より生涯学習文化課の再編

について一般質問があり、これを受けて「文化財グループについては生涯学

習文化課からの独立した課として見直す必要がある」と答弁させていただい

たところである。今回、再編案としては、「生涯学習課」と「文化財課」に

分け、「生涯学習課」には生涯学習グループと文化振興グループを配置し、

相互連携を図りながら業務を行い、また「文化財課」には、文化財保護グル

ープと調査グループを置き、遺跡の発掘や文化財の保護、史跡の保護整備事

業を強化するとともに、市のブランドを高め、まちづくりも視野に入れた文

化財行政を専門に行うことになる。 

以下、「生涯学習文化課再編スケジュール（案）」や「生涯学習文化課再

編関係例規」に基づき、平成２９年４月１日施行に向けての今後のスケジュ

ールや関係法令について説明を行う。 

教育委員会関係例規の改正については、１月１９日の教育委員会定例会に

おいて改正議案を提出させていただき、市長部局関連の例規については、総

務人事課で対応する予定である。 

 質疑等はあるか。 

確認するが、事務分掌（案）については「下野市教育委員会事務局組織規

則」が根拠法令となっていることから、当該規則の改正を行い、その他の関

係法令については課名の変更等に伴う整合性をとるための改正ということで

よろしいか。 

ご指摘のとおりである。 

２年前に２つの課が１つになり「生涯学習文化課」となった理由またはそ

の経緯について教えていただきたい。 

市の行政組織改革検討委員会において、行政組織のスリム化を図るという

ことから再編することになった。当初は、生涯学習課の業務である市民協働

部門と生涯学習部門を市長部局に移して「市民協働推進課」を組織し、残り

の「生涯学習課」の業務と「文化課」の業務を合わせて、「生涯学習文化課」

とする計画であった。しかしながら、最終的には生涯学習部門は教育委員会
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で行っていくことになった。 

ちょうどこの時、私は教育長として着任したばかりであったが、生涯学習、

本旨であるところのライフステージを通した学習は教育委員会が担うべきで

あり、生涯学習は教育委員会の中核であると考えたため、教育委員会に残さ

せていただいた経緯がある。学校教育は大きな見方をすれば、青少年の生涯

学習版と捉えることができると思う。また、日本の政治学者で法政大学名誉

教授であった松下圭一さんは『社会教育の終焉』という本の中で、文部科学

省の中では生涯学習局が筆頭課になっていることにも言及している。これら

のことから、生涯学習部門を市長部局に移管することは時代に逆行すること

から、生涯学習部門を教育委員会へ残すことになった。 

下野市の文化財グループは、国の重要文化財指定に耐え得る甲塚古墳の発

掘や機織り型埴輪の復元等、下野市における歴史のまちづくりだけではなく、

市の根幹に関わる事業を行っている。また、歴史文化基本構想も策定してお

り今年完成する予定である。今後は歴史的風致向上計画の策定や歴史まちづ

くり法の制定など、下野市の名を全国に馳せるべく中核を担う施策が数多く

集中している。これを生涯学習文化課として業務を遂行していくとなると、

対応しきれない部分も生じてくるため、議会において答弁をさせていただい

たところである。元に戻すという考え方ではなく、文化づくりをさらに進め

るために、文化財の今後の活用促進に向けて独立する運びとなったと理解し

ていただきたい。 

 生涯学習推進グループや文化振興グループの主な業務は、市民一人ひとり

の自己実現に向けた事業が主で、市民対象の部門である。一方で文化財グル

ープは遺跡の発掘調査や文化財の保護・史跡の保存整備事業といった文化財

に特化した専門的業務となっているため、同一課内では非常に動きづらい状

況である。 

私は現在、しもつけ風土記の丘資料館で実施している定期歴史講座を受講

しているが、受講者は７０歳くらいの方が多く、市外のみならず県外の方も

参加している。定年後は特に歴史に興味を持つ方が増えるため、このような

講座は集客力がある。面白い講座なので、今後の講座も楽しみにしている。 

また、このような歴史の面白さについて、子どもたちに伝えることも教員

の役割なのではないかと思う。 

この再編について、これまでの流れやいきさつについて分からない市民の

方もいると思うので、議事録などを通して市民に発信していただきたい。 

他に質疑等はあるか。（特になし） 

暫時休憩とし、開始を１５時１５分とする。 

 

議事再開の旨を伝える。 

続いて（４）大松山運動公園拡張整備事業に伴う用地の取得について説明

を求める。 
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【説明要旨】 

大松山運動公園拡張整備事業に係る用地取得については、第４回下野市議

会定例会の最終日１２月１４日において議決したため、正式に契約する運び

となった。 

以下、「大松山運動公園拡張整備事業用地取得一覧」及び「用地取得状況

図」に基づき、平成２７年・２８年度の２年間で継続して実施してきた用地

取得の状況や今後のスケジュール等について説明を行う。 

大松山運動公園の完成図はできているのか。 

完成図は作成済みであり、ホームページや広報に掲載させていただいてい

る。 

既存の用地と同程度の面積をこの２年間で取得したようだが、どれくらい

取得したのか。 

設置された昭和５７年当初は６．６ｈａであったが、今回取得した６１，

６７３㎡に用水路や道路を含めると、合わせて７．６ｈａ取得することがで

きた。これまでの用地と合わせると、全部で１４．２ｈａとなり、かなり大

規模となる。 

完成時期が東京オリンピックと重なっていると思うが、工事は順調に行わ

れているのか。 

 現在、前倒しで進めており順調に行われている。 

新たにできる公園は、大震災時の避難場所としても想定されているのか。 

整備方針では、多目的に利用できる陸上競技場、公園緑地機能を備えた市

民に親しまれる公園と防災機能をもつ公園となっている。具体的な防災機能

は、マンホールトイレやかまどベンチ、ヘリポートなどを予定している。 

他に質疑等はあるか。（特になし） 

次に（５）第１１回下野市南河内地区一周駅伝競走大会の結果報告につい

て説明を求める。 

【説明要旨】 

資料に基づき、平成２８年１２月１１日に実施した第１１回下野市南河内

地区一周駅伝競走大会の結果とチーム毎の総合タイム（成績）について報告

を行う。 

参加者数については年々少なくなってきているが、その要因としてはサッ

カー大会と日程がかぶってしまったり、緑小学校の参加者数が少なくなって

いることがあげられる。しかしながら、毎年３０チーム前後で推移している

状況である。 

 質疑等はあるか。 

 緑小学校の児童数が減少しているので、参加者数も減少しているのではな

いかと思う。 

 他に質疑等はあるか。（特になし） 

 次にその他に移ることを告げる。 

（１）第１１回下野市教育のつどいにおける講演会の演題について説明を求



 - 7 - 

 

 

坪山教育総務課長 

 

 

 

 

永山委員長 

 

増渕生涯学習文化課長 

 

 

永山委員長 

 

 

北條ｽﾎﾟｰﾂ振興課長 

 

 

 

永山委員長 

 

増渕生涯学習文化課長 

 

永山委員長 

 

 

める。 

【説明要旨】 

「第１１回教育のつどい開催計画について」に基づき、当日の役割分担及

び講演会の演題について説明を行う。自治医科大学主任教授である苅尾七臣

氏による講演会の演題は『血管年齢若返りの秘訣教えます！』～今日から始

める予防と対策～となった。 

 質疑等はあるか。（特になし） 

続いて（２）平成２９年度成人式の開催について説明を求める。 

【説明要旨】 

「成人式実施要項」に基づき、１月８日（日）に開催する成人式について

日程や会場、式典の内容等について説明を行う。 

 質疑等はあるか。（特になし） 

次に（３）第１１回下野市天平マラソン大会（通算４３回目）について説

明を求める。 

【説明要旨】 

「第１１回下野市天平マラソン大会（通算４３回目）要項」に基づき、大

会日程や会場、種目等について説明を行う。今年度は、１月９日（月）に開

催するが、参加者は２，０００名弱を予定している。 

質疑等はあるか。（特になし） 

最後に、事務局より連絡事項等があれば説明を求める。 

平成２８年度「下野市市民人権講座」の参加協力依頼について、テーマや

開催日程について説明を行う。 

質疑等はあるか。（特になし） 

次回の教育委員会は１月１９日（木）の午後１時３０分の予定とする。 

本日の議事日程は全て終了した旨を告げ、午後５時３０分閉会。 

 


